
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●道路整備の効果分析、事業評価、費用便益分析、ビッグデータ分析 

●交通実態調査、渋滞要因分析・対策検討、交通流シミュレーション 

●安全・事故対策、ETC2.0 挙動データを用いた事故要因分析 

●災害対策、避難シミュレーション、道路啓開計画 

●道路計画（道路・交差点設計）、道の駅・SA/PA・スマート IC、交通結節点整備 

●自転車・歩行者環境整備、自然環境保全、沿道環境保全 

●無電柱化整備検討、電線共同溝設計、景観整備、合意形成 

●軟弱地盤対策 

●橋梁設計、耐震解析 

●橋梁点検、構造物点検、橋梁耐震補強、補修設計 

●トンネル設計（山岳トンネル、シールドトンネル、開削トンネル） 

●トンネル防災、トンネル点検、走行型（MIMM）による健全度評価、補修設計 

●空港舗装設計、空港付帯施設、空港耐震技術 

●路面性状調査（ACTUS_IRI ワイヤレス路面測定装置） 

●CIM モデルを活用した道路・構造物計画、設計検証 

◆交通マネジメント分野： 

気象情報活用による冬期道路管理の高度化 

 道路啓開計画 

人流分析、人流シミュレーション 

   
雪害対応への気象情報活用   人流（避難）シミュレーション 

 

 

 
◆ 橋梁分野： 

 DX・AI を用いた維持管理の高度化・生産性向上 

CN への貢献（CO2 排出量算定技術） 

    
橋梁点検の一次スクリーニング   建設過程における効果的な 

における DX・AI 活用       CO2 削減ポイントの把握 

 

 

 

 

 

道路グループでは、国民の社会経済活動に欠かすことのできない「道路」の調査、計

画、設計、維持管理を行い、安心して暮らせる社会基盤の構築を目指しています。道

路整備効果の分析や渋滞・事故対策、地域公共交通計画の策定、道路や構造物（函

渠、擁壁、トンネル、橋梁、電線共同溝等）、空港関連の設計のほか、避難シミュレ

ーションを用いた防災計画、AI を活用した画像解析技術、ワイヤレス測定技術など

を活用した点検支援技術にも取り組んでいます。 

◆トンネル分野： 

DX・AI を用いた維持管理の高度化・生産性向上 

（生産性 20％向上、中部インフラ DX 大賞（奨励賞）） 
 

   
変状展開図＋変形コンター図自動生成 走行型自動計測（点検支援技術） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 道路分野・無電柱化分野： 

AR を活用した現地での合意形成支援 

 AR を活用した電柱倒壊時の現地での道路閉塞確認 

  
AR による機器配置・埋設物との  AR による電柱倒壊時の道路閉塞 

干渉回避状況の現地確認      状況の現地確認 

 

 

 

 

 

（https://www.newjec.co.jp/注目技術） 
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Mail:  kawasakijn@newjec.co.jp 

 

https://www.newjec.co.jp/
https://www.newjec.co.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


